
令和５(2023)年度4月期
第１回学生募集説明会

1. 学長メッセージ：社会からの要請

2. プログラムの概要：目標・支援・キャリアパス・コアコース

3. 海洋×AIの研究

4. 社会と一体となった教育：コンソーシアム





3









7





海洋産業AIプロフェッショナル育成
卓越大学院プログラム

目指す人材像

• AIで海洋諸問題の解決に取り組む
「海洋 x AIハイブリッド人材」

• 海洋産業界をリードするプロフェッショナル

海洋産業界からの高い期待

• インターンシップやレジデントシップへの受入れ

• プログラム修了学生への充実したキャリアパス
（ex. 社会人継続スキーム）

充実した教育支援環境

• 経済支援（ex.前期課程５万円/月、後期課程18万円/月）

• プログラム共通AI・ビッグデータ科目（コアコース*1も併設）
*1 コアコース：コア科目(10単位予定)修了者を認定。卓越大学院プログラムへの編入も可能

• その他（ex. 英語研修、メンターによるAIサポート、海外交流）





❑地域産業振興や新たな産業・事業の創出に貢献できる人材を育成するため、産業界
との強いつながりの中でリアルなフィールドでAI実装知見・経験を獲得する。

卓越プログラム学生 海洋AIコンソーシアム

海洋AIコンソーシアムメンバ(2023.1時点)



❑ AIの社会実装の現場を知り、自分の研究テーマへの気づきを得る。
2022年度は9機関のプロジェクトへ、プログラム学生13名が参加。

卓越インターンシップ・レジデントシップ



卓越インターンシップ・レジデントシップ

インターンシップ終了報告(Web)

❑参加プログラム学生の声

❑ コンソーシアム受入機関の評価

…今後の研究において自分の分野と異分野を融合させることは博士

後期課程での目標なので、異分野に飛び込む良い経験であった

…日本にまだ普及していない深層学習フレームワークや最新の取り組み

など経験でき、自身の研究のモデル精度を高められた

…AIモデルをPC上で終わらせるのではなく、実際に世界中の人に届け、

利用していただくために必要なノウハウを身につけることができた

…新しい問題に対して積極的に解決策に取り組み、教育効果 だけで

なく、受入機関の実際の業務にとっても有益な結果が得られた

…社員とのディスカッションで今後の事業展開の可能性について議論が

盛り上がり、非常に良い刺激を受けた

…素直で謙虚かつ能動的な学生が短期間で高いパフォーマンスを

発揮され、受入れ側が学ばせていただいたことも多かった

⇒ インターンシップ終了後も非常勤職員として有給でプロジェクトに継続参加をオファー

されるケースも複数あり



海洋AIワークショップⅠ・Ⅱ

❑海洋分野の俯瞰的な見方を深め、異分野コミュニケーション能力を養うため、
海洋AIコンソーシアム機関の講師を招き、海事・海洋・漁業の多様な分野
の課題を自由な発想で討論する。



海洋AIワークショップⅠ・Ⅱ

❑参加プログラム学生の声

❑ コンソーシアムからの各回担当講師の声

…自分の専門分野と頭の使い方が違って新鮮だった。
政策をAIに結び付けるというのは衝撃だった。

…お互い否定せず改善点を見つけていくコミュニケーション
の大切さを学んだ

2022年度の振り返り＆懇親会

2021年度の振り返り＆懇親会

…海洋大出身者は海のこと何でも知っているって思われる。
自分の専門以外のことでも話せたらかっこいい

…ある課題について他者と共同して考える力がますます求め
られる。自分が学生時代にこういう授業を受けたかった。

…違う分野の仲間と議論して自分の意思を伝える力、相手
を理解する力は組織でも大事

…社会に実装していくには技術だけでなく政策や経済、人間
の行動心理、各国の地理や歴史、広い知識から課題に
取り組むことが必要でそういうことができる授業に感動



海洋AIマッチングWeek（新企画）

❑ 「企業ニーズ」と「学生シーズ」のマッチングの場（2023年3月6日～10日）

❑ マッチングしたプログラム学生と企業・機関が
長期の関係を築き、インターンシップやレジデ
ントシップへの受入れ、そして将来的なキャリア
パスにまでつなげていく機会

❑ また、ここでマッチングした学生が、 「社会人
学生継続スキーム」として、 修士修了時に
就職し、引き続き社会人学生として博士後期
課程に編入できる可能もありコンソーシアムからの声（本イベントへの期待）

・業界専門知識&AI技術者（希少価値）へのアプローチ
・インターンシップ・レジデントシップに繋げられる
（よりマッチした博士人材へのアプローチ）
・現場で相互の相性を確認できる
（マッチングの度合いを高められる）
・PhD活用のロールモデルの構築につながる
・現場の課題解決に向けて、学生を通して技術相談・共同研究
に繋げられる。

博士課程学生の不安を払拭・期待に応える

・5年先の博士終了の姿（キャリアパス）への不安
→学生と社会が直接かつ広範囲に接触できる
→海洋産業界の幅広いニーズを知り、自分の研究意義
（今後実際に活用できる企業など）をより一層明白に。
→自分の能力をアピールする場（チャンス）を拡大
→インターンシップ・レジデントシップ（実社会経験）機会創出
（長期の関係を築き、修了後の採用に繋げていく）

⇒ プログラム学生以外の学生も企業紹介の
動画を視聴およびQAセッションに参加可能。
大学院進学後のキャリアパスをイメージする
機会としてください。



❑プログラム前期課程4月募集

2023年２月6日（月）～10日(金)

❑後期課程(社会人編入学)4月募集

2023年２月6日（月）～10日(金)

❑詳細募集説明資料

2023年1月27日（金） 以下の卓越ウェブサイトに掲載

https://www.g2.kaiyodai.ac.jp/marine-ai/

❑QA会（オンライン）

2023年２月1日（水）10:30 - 11:30

問合先：教務課卓越大学院プログラム推進事務室
marine-ai_office@o.kaiyodai.ac.jp

卓越プログラム学生募集

https://www.g2.kaiyodai.ac.jp/marine-ai/
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